
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作

佳
作

（
中
本
久
美
子
選

）

佳
作

（
岩
垣
和
久
選

）

佳
作

（
倉
益
　
敬
選

）

佳
作

（
多
田
典
子
選

）

佳
作

（
池
本
一
郎
選

）

入
選
入
選
入
選
入
選
入
選
憶
良
賞

一
般
の
部

学
校
賞

佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作

（
中
本
久
美
子
選

）

佳
作

（
岩
垣
和
久
選

）

佳
作

（
倉
益
　
敬
選

）

佳
作

（
多
田
典
子
選

）

佳
作

（
池
本
一
郎
選

）

入
選
入
選
入
選
入
選
入
選
憶
良
賞

高
校
生
の
部

学
校
賞

佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作

（
中
本
久
美
子
選

）

佳
作

（
岩
垣
和
久
選

）

佳
作

（
倉
益
　
敬
選

）

佳
作

（
多
田
典
子
選

）

佳
作

（
池
本
一
郎
選

）

入
選
入
選
入
選
入
選
入
選
憶
良
賞

中
学
生
の
部

学
校
賞

佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作
佳
作

（
中
本
久
美
子
選

）

佳
作

（
岩
垣
和
久
選

）

佳
作

（
倉
益
　
敬
選

）

佳
作

（
多
田
典
子
選

）

佳
作

（
池
本
一
郎
選

）

入
選
入
選
入
選
入
選
入
選
憶
良
賞

小
学
生
の
部

新
潟
県

新
潟
県

新
潟
県

東
京
都

鳥
取
県

新
潟
県

東
京
都

鳥
取
県

青
森
県

東
京
都

新
潟
県

新
潟
県

新
潟
県

東
京
都

鳥
取
県

新
潟
県

東
京
都

東
京
都

東
京
都

鳥
取
県

鳥
取
県

東
京
都

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

東
京
都

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

東
京
都

熊
本
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鹿
児
島
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

鳥
取
県

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

鳥
取
県
立
倉
吉
農
業
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
高
等
学
校

学
校
法
人
松
柏
学
院
倉
吉
北
高
等
学
校

青
森
県
立
八
戸
工
業
高
等
学
校

学
習
院
女
子
高
等
科

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

学
習
院
女
子
高
等
科

鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
等
学
校

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校

学
習
院
女
子
中
等
科

学
習
院
女
子
中
等
科

学
習
院
女
子
中
等
科

倉
吉
市
立
久
米
中
学
校

倉
吉
市
立
西
中
学
校

学
習
院
女
子
中
等
科

鳥
取
市
立
桜
ケ
丘
中
学
校

鳥
取
市
立
桜
ケ
丘
中
学
校

鳥
取
市
立
桜
ケ
丘
中
学
校

米
子
市
立
東
山
中
学
校

学
習
院
女
子
中
等
科

米
子
市
立
東
山
中
学
校

米
子
市
立
東
山
中
学
校

倉
吉
市
立
東
中
学
校

倉
吉
市
立
西
中
学
校

学
習
院
女
子
中
等
科

荒
尾
市
立
平
井
小
学
校

琴
浦
町
立
船
上
小
学
校

琴
浦
町
立
船
上
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

南
部
町
立
会
見
小
学
校

智
頭
町
立
智
頭
小
学
校

倉
吉
市
立
小
鴨
小
学
校

倉
吉
市
立
小
鴨
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

鹿
屋
市
立
笠
野
原
小
学
校

鳥
取
市
立
岩
倉
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校

一
年
一
年
三
年
一
年
二
年
一
年
一
年
一
年
一
年
二
年
一
年
二
年
三
年
三
年
二
年
一
年

二
年
二
年
一
年
三
年
二
年
二
年
三
年
三
年
三
年
二
年
二
年
二
年
二
年
三
年
二
年
一
年

五
年
六
年
六
年
二
年
一
年
六
年
六
年
三
年
六
年
三
年
五
年
四
年
六
年
四
年
一
年
六
年

前
畠
　
一
博

五
宝
　
久
充

菅
村
　
め
ぐ
み

足
立
　
啓
子

福
井
　
陽
子

安
本
　
仁
子

金
山
　
沙
織

福
政
　
満
寿
美

末
次
　
房
江

佐
野
　
瑞
季

濱
田
　
と
き
み

桑
原
　
広
子

羽
田
野
　
と
み

尾
内
　
甲
太
郎

坂
本
　
佳
子

横
井
　
和
幸

渡
辺
　
陸
人

南
雲
　
聖
弥

大
谷
　
梨
子

横
澤
　
日
菜
子

松
田
　
幸
長

増
田
　
治
貴

須
藤
　
香
子

牧
原
　
利
沙

阿
部
　
昌
茉

眞
田
　
幸
乃

小
竹
　
佑
凛

倉
田
　
匠
之
介

渋
木
　
栞

笠
原
　
美
羽

吉
岡
　
依
恋

基
村
　
悠
貴

髙
嶌
　
莉
里
花

伊
藤
　
舞
美

熊
谷
　
莉
里
子

山
根
　
帆
乃
夏

安
達
　
愛
莉

竹
内
　
美
倫

谷
口
　
真
緒

川
原
　
大
和

山
本
　
彩
寧

田
中
　
拓
弥

石
井
　
優
夏

濵
田
　
理
紗
子

澄
川
　
智
華

山
田
　
恵
愛

太
田
　
暖
乃

ネ
ポ
ー

ル
シ
ン
グ
　
優
奈

石
橋
　
惇
晃

山
根
　
遼
太
郎

村
本
　
弥
桜

伊
藤
　
琉
輝

朝
日
　
奏
真

潮
　
祐
輝

米
本
　
ひ
か
る

北
村
　
舞

金
光
　
純
輝

伊
垢
離
　
采

山
岡
　
栄
心

小
林
　
せ
り

中
村
　
仁
美

田
中
　
佐
和

太
田
　
麗
蒼

中
西
　
葵

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

愛
知
県
名
古
屋
市

静
岡
県
浜
松
市

鳥
取
県
鳥
取
市

千
葉
県
柏
市

鳥
取
県
倉
吉
市

兵
庫
県
姫
路
市

岡
山
県
岡
山
市

大
分
県
大
分
市

高
校
の
あ
だ
名
で
呼
び
合
う
両
親
が
僕
の
知

っ
て
る
幸
せ
の
形

祖
父
の
部
屋
片
付
け
な
が
ら
祖
母
の
す
る
思
い
出
話
に
祖
父
は
生
き
て
る

大
阪
府
東
大
阪
市

鳥
取
県
北
栄
町

愛
知
県
愛
西
市

鳥
取
県
倉
吉
市

鳥
取
県
倉
吉
市

鳥
取
県
倉
吉
市

鳥
取
県
米
子
市

令
和
か
ら
兄
貴
は
新
米
宮
大
工
職
場
の
や
る
気
家
で
も
出
せ
や

リ
モ
ー

ト
で
仕
事
を
し
て
い
る
両
親
の
表
情
僕
の
知
ら
な
い
横
顔

手
紙
に
は

「
す
り
抜
け
て
行
け
そ
れ
な
り
に

」
祖
母
か
ら
も
ら
い
し
十
六
の
知
恵

端
と
端
合
わ
せ
て
ぴ
た
り
と
た
た
ま
れ
た
体
操
服
に
残
る
母
ら
し
さ

母
の
味
勝
負
の
前
は
欠
か
せ
な
い
勝
利
願

っ
た
あ
の
カ
ツ
サ
ン
ド

せ
き
込
む
と
の
ぞ
き
込
む
顔
３
つ
４
つ
突
然
あ
う
目
ふ
ふ

っ
と
笑
顔

母
の
腹
手
を
当
て
こ
ど
う
き
い
て
み
る
早
く
一
緒
に
手
を
つ
な
ぎ
た
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
つ
な
ぐ
手
の
平
ゴ
ツ
ゴ
ツ
だ
仕
事
し
た
手
は
黒
く
て
太
い

倉
吉
市
立
明
倫
小
学
校
　

（
鳥
取
県

）

休
み
の
日
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
す
る
お
さ
ん
ぽ
で
歩
い
た
後
で
お
花
が
ゆ
れ
る

悲
し
み
を
癒
し
て
欲
し
く
て
愚
痴
言
う
と
母
の
言
葉
は
正
論
ば
か
り

参
観
日
家
族
が
み
て
る
よ
恥
ず
か
し
い
い
つ
き
づ
く
か
な
ガ
ム
テ
の
名
札

待

っ
て
た
よ
今
日
か
ら
私
お
姉
ち
ゃ
ん
一
緒
に
描
こ
う
す
て
き
な
未
来
を

始
ま

っ
た
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
だ

「
子
供
の
こ
ろ
は
な
・
・
・

。

」
知
る
か

、
ん
な
も
ん

。

弟
に
良
い
子
で
い
る
と
サ
ン
タ
く
る
強
く
言
う
た
び
背
筋
が
伸
び
る

（
敬
称
略

）

「
た
だ
い
ま

」
を
何
度
も
何
度
も
言
う
母
に

「
お
か
え
り
な
さ
い

」
を
何
度
も
返
す

あ
の
頃
の
ぼ
く
を
観
た
く
て
周
り
道
子
が
バ
イ
ト
す
る
コ
ン
ビ
ニ
覗
く

笑
む
祖
父
に
未
来
つ
か
む
と
手
を
合
わ
す
立
派
な
ナ
ー

ス
に
な
る
か
ら
見
て
て

帰
り
た
い
子
に
帰
る
な
と
伝
へ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
朝
は
蝉
も
鳴
か
ざ
り

切
り
詰
め
た
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
に
木
彫
り
の
手
夫
の
作
り
し
ス
テ

ッ
キ
軽
い

夫つ
ま

も
子
も
孫
も
遠
の
き
施
設
く
ら
し
記
憶
の
中
の
夏
菜
味
は
ふ

聞
き
慣
れ
た
口
調
の
母
の

『
ほ
い
じ
ゃ
あ
ね

』
嫁
ぐ
日
の
朝
振
り
返
ら
ず
に

わ
が
部
屋
の
障
子
五
段
目
穴
だ
ら
け
曾
孫
敢
太
の
眼
の
高
さ
な
り

父
の
墓
洗
ふ
息
子
と
ふ
た
り
し
て
小
さ
く
な
り
し
家
族
を
生
き
る

椿
咲
き
蜜
を
吸
う
の
は
虫
じ
ゃ
な
い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
博
識
な
父

「
こ
の
ト
マ
ト
は
の
ぶ
た
か
ち
ゃ
ん
か
ら

」
孫
の
言
う
信
孝
ち
ゃ
ん
は
七
十
歳
で
す

夜
を
通
し
車
輪
の
上
の
夫
の
身
を
思
え
ば
眠
り
浅
き
夜
あ
り

寒
き
日
は
わ
が
霜
焼
け
を
お
も
ふ
と
ふ
旧
か
な
づ
か
ひ
の
母
よ
り
の
文

病
院
の
壁
に
貼
ら
れ
た
鳥
の
絵
へ
児
は
点
滴
の
な
い
手
を
伸
ば
す

空
手
か
ら
帰
り
来
し
子
が
サ
イ
ダ
ー

を
飲
み
お
り
青
空
の
む
勢
い
に

「
む
か
し

っ
て
？
あ
る
と
こ
ろ

っ
て
？

」
わ
が
膝
の
桃
太
郎
く
ん
は
か
な
り
手
強
い

祖
母
ち
ゃ
ん
が
一
人
雪
か
き
し
た
日
か
ら
早
起
き
す
る
事
一
人
決
め
て
る

東
京
学
館
新
潟
高
等
学
校
　

（
新
潟
県

）

兄
さ
ん
が
巣
立

っ
た
後
の
八
畳
の
部
屋
で
迎
え
る
四
月
の
日
射
し

父
さ
ん
の
万
年
筆
で
書
く
文
字
は
父
さ
ん
に
似
て
角
ば

っ
て
く
る

母
親
が
巨
人
に
見
え
た
幼
少
期
今
は
巨
人
の
つ
む
じ
が
見
え
る

妹
は
鏡
を
見
れ
ば
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
と
モ
デ
ル
に
な
り
き
り
ポ
ー

ジ
ン
グ
練
習

サ

ッ
カ
ー

だ
き

ょ
う
は
お
母
さ
ん
と
三
人
だ
兄
ち
ゃ
ん
だ
け
よ
り
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ

母
さ
ん
の

「
変
わ
ら
な
い
ね

」
は
褒
め
言
葉
？
小
さ
な
棘
に
は
気
づ
い
て
い
ま
す

「
こ

っ
ち
マ
マ

」
い
つ
も
い
い
方
く
れ
る
母
言
わ
な
い
け
れ
ど
気
付
い
て
る
か
ら

学
習
院
女
子
中
等
科
　

（
東
京
都

）

鏡
ご
し
目
が
合
う
姉
の
ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
近
く
て
遠
く
ふ
と
抱
き
つ
い
た

マ
グ
カ

ッ
プ
紺
・
青
・
白
と
積
み
重
ね
父
・
母
・
娘
順
に
手
伸
ば
す

テ
レ
ワ
ー

ク
家
に
父
い
る
げ
ん
か
ん
は
く
つ
一
人
分
増
え
て
混
雑

お
姉
ち
ゃ
ん
染
ま
る
よ
染
ま
る
大
阪
に
服
に
髪
色
つ
い
に
は
言
葉

助
手
席
で
母
と
の
会
話
が
部
活
か
ら
進
路
に
変
わ
る
初
雪
の
頃

た
ん
生
日
初
め
て
わ
た
し
た

「
お
ね
が
い
け
ん

」
は
や
く
し
な
い
と
期
げ
ん
き
れ
る
よ

じ
ゃ
ん
け
ん
に
む
ち
ゅ
う
に
な

っ
た
フ
ロ
タ
イ
ム
ぼ
く
と
い
も
う
と
し
わ
し
わ
の
手

家
族
に
は
楽
し
い
う
れ
し
い
腹
立
つ
が
マ
ス
ク
し
て
て
も
伝
わ
る
ら
し
い

さ
か
な
つ
り
大
き
な
ひ
き
が
ぼ
く
に
き
た
な
ん
と
じ
い
ち
ゃ
ん
つ
れ
ち
ゃ

っ
た

。
イ
タ

ッ

両
親
は

「
老
後
は
別
居

」
と
言
う
け
れ
ど
実
は
仲
良
し
私
は
知

っ
て
る

ス
マ
ホ
デ
ビ

ュ
ー

は
り
き
る
祖
母
の
初
メ
ー

ル
誤
字
に
脱
字
に
オ
ー

ル
ひ
ら
が
な

「
・
・
・
夢
見
す
ぎ

」
弱
気
な
私
に
姉
が
言
う
は
か
な
い
こ
と
も
時
に
は
大
事

兄
と
い
う
権
限
は
も
う
私
に
は
と

っ
く
の
昔
に
無
効
に
な

っ
た

ス
テ
イ
ホ
ー

ム
姉
妹
げ
ん
か
を
覚
悟
す
る
そ
し
た
ら
意
外
と
け
ん
か
も
自
粛

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ビ
デ
オ
通
話
を
す
る
時
は
い
つ
も
耳
し
か
見
え
て
い
な
い
よ

夏
休
み
三
密
さ
け
て
お
父
さ
ん
と
二
人
で
古
ふ
ん
め
ぐ
り
に
行

っ
た

お
兄
ち
ゃ
ん
打
げ
き
練
習
で
あ
け
た
穴
み
ん
な
で
な
お
し
た
定
額
給
付

母
さ
ん
と
自
転
車
の

っ
て
夏
の
風
図
書
館
向
か
う
楽
し
い
時
間

お
母
さ
ん
が
に
ぎ

っ
た
お
に
ぎ
り
の
り
ま
い
て
ア
チ
ア
チ
持
つ
よ
持
て
な
い
あ

っ
ち
い

弟
が
一
歩
ふ
み
出
し
大
歓
声
た

っ
た
の
一
歩
だ
け
だ

っ
た
の
に

令
和
２
年
度
　
第
９
回
山
上
憶
良
短
歌
賞
受
賞
作
品
一
覧

イ
ラ
イ
ラ
と
な
ん
で
母
さ
ん
お
こ

っ
て
る
？
べ
ん
き

ょ
う
し
な
い
か
ら
？
ね
ぼ
う
す
る
か
ら
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時


